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　「戦後60＋1」シリーズ３回目は、占領期の

日米女性たちの真摯な取組を通してエンパワー

メントの意味を考える「研究レポート」、そし

て次の一歩への「応援メッセージ」でしめくく

りました。１・２月号の対談と合わせて目を通

していただき、真の平等獲得への道標をつかん

でいただければ幸いです。エンパワーメントは

一日にしてならず。60年の蓄積を大切にしな

がら、新しい歴史を刻んでいきたいものです。

　次年度はいくつか新規事業が始まります。

また、今月からはホームページもリニューアル

され、「We learn」とともに新鮮な情報を発信

していきます。ご期待ください。
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財団法人 日本女性学習財団では、2006（平成18）年度に、以下の事業を実施する予定です。

◆女性の教育・学習活動史研究

◆少子化時代の子育て環境づくり支援事業 ― 子どもの「関係力」を育むために

（1）実践・研究レポートの募集  入選レポート１篇, 佳作２篇以内

 µ  横書き16,000字～22,000字µＡ4判（ワープロ40字×30行）または400字詰原稿用紙

（2）入選レポート報告会の開催（2007年２月下旬予定）

◆月刊「 Ｗe learn 」の発行   毎月１回（但し、11・12月号は合併号）

◆女性と学習・次世代育成資料の作成、配布および販売

女性と学習・次世代育成情報誌µ年間購読料3,600円（送料当方負担)

○「ウィラーン」レポーター会議の開催（６月予定）

◆女性のエンパワーメントのためのワークショップ

◆女性の学習交流サロン

◆仕事と子育て両立支援セミナー

◆学習支援者（ファシリテーター）スキルアップ集中セミナー
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2005年度「学習支援者養成プログラム開発」の成果を基に、学習支援者をエンパワーする

ワークショップ

教育・学習活動の中で気づき、学び、実践しながら、自らを変革しエンパワーメントして

いった「女性の学習の歩み」についての実践・研究レポートを募集し、研究奨励を行います。

※「学習支援者養成プログラム開発」報告書（４月発行予定）

（福）




